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太
平
經
鈔
︵6/16a/2-6/18a/9

︶ 

2024

年4

⽉27

⽇
 

担
当
-
劉
⻘ 

︻
原
⽂
⼀
︼ 

 

請
問
陽
何
從
獨
得
尊
⽽
貴
︑
陰
獨
名
卑
⽽
賤
哉
︒
神
⼈
⾔
︑
陽
所
以
獨
名
尊
⽽
貴
者
︑
守
本
常
盈
滿
⽽

有
實
也
︒
陰
所
以
獨
名
卑
⽽
且
賤
者
︑
以
其
虛
空
⽽
無
實
也
︑
故
⾒
惡
⾒
賤
也
︒ 

夫
陰
陽
男
⼥
者
︑
本
元
氣
之
所
始
起
︑
陰
陽
之
⾨
戶
也
︒
⼈
所
受
命
⽣
處
︑
是
其
本
也
︒
故
男
受
命

者
︑
盈
滿
⽽
有
餘
︑
其
下
左
右
尙
︵
各
︶
有
⼀
實
︒
上
者
盈
滿
⽽
有
餘
︑
常
施
下
陰
︑
⽽
積
聚
有
餘
︒
上

施
者
︵
應
︶
太
陽
⾏
也
︑
無
不
⽣
︑
無
不
能
成
︒
下
有
積
聚
者
太
陰
應
地
︑
⽽
有
⽂
理
應
阡
陌
︒
左
實
者

應
⼈
︑
右
實
者
應
萬
物
︒
實
︑
核
實
也
︒
則
仁
好
施
︑
故
陽
得
稱
尊
⽽
貴
也
︒ 

⼥
所
以
卑
賤
︑
其
受
命
處
︑
空
⽽
虛
︑
無
盈
餘
⼜
無
實
︑
故
卑
也
︒
故
天
道
重
本
守
始
︑
故
當
反
本
守

元
︑
正
守
︵﹁
字
﹂︶
考
⽂
以
解
迷
惑
也
︒
故
能
使
天
⻑
地
久
安
國
寧
⺠
︑
⽽
陽
實
好
施
故
也
︒
陽
︑
天

也
︑
君
也
︒
陰
︑
地
也
︑
⾂
也
︒
故
敬
陽
之
施
︑
因
⽽
養
之
︒ 

 

︻
校
勘
︼ 

﹃
太
平
經
合
校
﹄
卷
九
⼗
三
⼰
部
之
⼋
 

陽
尊
陰
卑
訣
第
⼀
百
三
⼗
⼋ 

•  

請
問
-
經
﹁
願
問
﹂ 

•  

神
⼈
⾔
-
經
に
は
な
い
︒ 

•  

陰
所
以
獨
名
卑
⽽
且
賤
者
-
經
﹁
陰
所
以
獨
名
卑
且
賤
者
﹂ 

•  

夫
陰
陽
男
⼥
者
-
經
﹁
夫
天
名
陰
陽
男
⼥
者
﹂ 

•  

故
男
受
命
者
-
經
﹁
故
男
所
以
受
命
者
﹂ 

•  

其
下
左
右
尙
有
⼀
實
-
經
﹁
其
下
左
右
尙
各
有
⼀
實
﹂ 

•  

常
施
下
陰
︑
⽽
積
聚
有
餘
-
經
﹁
尙
常
施
與
下
陰
︑
有
餘
積
聚
⽽
常
有
實
﹂ 

•  

上
施
者
太
陽
⾏
也
︑
無
不
⽣
無
不
能
成
-
經
﹁
上
施
者
應
太
陽
天
⾏
也
︑
無
不
能
⽣
無
不
能
成
﹂ 

•  

下
有
積
聚
者
太
陰
應
地
-
經
﹁
下
有
積
聚
應
太
陰
應
地
﹂ 

•  

實
︑
核
實
也
-
經
﹁
實
者
︐
核
實
也
﹂ 

•  

則
仁
好
施
︑
故
陽
得
稱
尊
⽽
貴
也
-
經
﹁
則
仁
好
施
︐
⼜
有
核
實
也
︐
故
陽
得
稱
尊
⽽
貴
也
﹂ 

•  

⼥
所
以
卑
賤
︑
其
受
命
處
︑
空
⽽
虛
︑
無
盈
餘
⼜
無
實
︑
故
卑
也
-
經
﹁
陰
爲
⼥
︐
所
以
卑
⽽ 

賤
者
︐
其
所
受
命
處
︐
戶
空
⽽
虛
︐
無
盈
餘
︐
⼜
無
實
︐
故
⾒
卑
且
賤
也
︒
﹂ 

•  

故
天
道
重
本
守
始
-
經
﹁
故
天
道
重
本
守
始
︐
是
以
聖
⼈
睹
天
法
象
明
﹂ 

•  

正
守
考
⽂
以
解
迷
惑
也
-
經
﹁
正
字
考
⽂
以
解
迷
惑
也
﹂ 

•  

故
能
使
天
⻑
地
久
安
國
寧
⺠
︑
⽽
陽
實
好
施
故
也
-
經
﹁
故
能
使
天
地
⻑
安
︐
國
家
樂
也
︐
故
守
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本
⽽
有
實
︐
好
施
與
者
爲
善
⼈
﹂ 

•  
陽
︑
天
也
︑
君
也
︒
陰
︑
地
也
︑
⾂
也
︒
故
敬
陽
之
施
-
經
﹁
陽
乃
天
也
︐
君
也
；
陰
乃
地
也
︐

⾂
也
︒
故
重
尊
敬
陽
之
施
﹂ 

 

︻
書
き
下
し
⽂
︼ 

﹁
請
い
て
問
う
︑
陽
何
よ
り
獨
り
尊
に
し
て
貴
き
を
得
︑
陰
獨
り
卑
に
し
て
賤
し
き
と
名
づ
け
ん
や
﹂

と
︒
神
⼈
⾔
う
︑
陽
獨
り
尊
に
し
て
貴
と
名
づ
け
る
所
以
は
︑
本
を
守
り
て
常
に
盈
滿
し
て
實
有
れ
ば
な

り
︒
陰
獨
り
卑
に
し
て
且
つ
賤
を
名
す
る
所
以
は
︑
其
の
虛
空
に
し
て
實
無
き
を
も
以
て
︑
故
に
惡
と

⾒
︑
賤
と
⾒
れ
ば
な
り
︒ 

夫
れ
陰
陽
男
⼥
は
︑
本
よ
り
元
氣
の
始
め
て
起
こ
す
所
︑
陰
陽
の
⾨
戶
な
り
︒
⼈
 

命
を
受
け
て
⽣
ま

る
る
處
の
所
は
︑
是
れ
其
の
本
な
り
︒
故
に
男
に
し
て
命
を
受
く
る
者
︑
盈
滿
し
て
餘
有
り
︑
其
の
下
︑

左
右
尙
ほ
各
お
の
⼀
實
有
り
︒
上
な
る
者
は
︑
盈
滿
し
て
餘
有
り
︑
常
に
下
陰
に
施
し
︑
⽽
し
て
積
聚
し

て
餘
有
り
︒
上
施
な
る
者
は
︑
太
陽
の
⾏
り
に
應
じ
︑
⽣
ぜ
ざ
る
無
く
︑
成
す
能
は
ざ
る
無
し
︒
下
の
積

聚
な
る
者
︑
太
陰
︑
地
に
應
じ
︑
⽽
し
て
⽂
理
有
り
て
阡
陌
に
應
ず
る
︒
左
に
實
た
す
者
︑
⼈
に
應
じ
︑

右
に
實
た
す
者
︑
萬
物
に
應
ず
︒
實
は
︑
核
實
な
り
︒
則
ち
仁
も
て
施
し
を
好
み
︑
故
に
陽
は
尊
に
し
て

貴
を
稱
す
る
を
得
る
な
り
︒ 

⼥
の
卑
賤
な
る
所
以
︑
其
の
命
を
受
く
處
︑
空
に
て
虛
︑
盈
餘
無
く
⼜
實
無
し
︑
故
に
卑
な
り
︒
故
に

天
道
 

本
を
重
ん
じ
て
始
ま
り
を
守
り
︑
故
に
當
に
本
に
反
し
元
を
守
り
︑
字
を
正
し
て
⽂
を
考
え
︑
以

て
迷
惑
を
解
く
べ
し
な
り
︒
故
に
能
く
天
⻑
く
地
久
し
く
︑
國
を
安
ん
じ
て
⺠
を
安
ん
ぜ
し
む
︒
⽽
し
て

陽
實
施
し
を
好
む
が
故
な
り
︒
陽
︑
天
な
り
︑
君
な
り
︒
陰
︑
地
な
り
︑
⾂
な
り
︒
故
に
陽
の
施
し
を
敬

し
︑
因
り
て
之
を
養
う
︒ 

 

︻
現
代
語
訳
︼ 

﹁
敎
え
を
請
い
ま
す
︒
ど
う
し
て
陽
だ
け
が
尊
貴
で
あ
る
こ
と
が
で
き
︑
陰
だ
け
卑
賤
と
稱
さ
れ
る
の

で
し
ï
う
か
﹂︒
神
⼈
は
こ
う
⾔
ñ
た
︑﹁
陽
の
み
尊
貴
で
あ
る
こ
と
が
で
き
る
理
由
は
︑
根
本
を
守
り
常

に
充
滿
し
て
い
て
實
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
︒
陰
の
み
卑
賤
と
稱
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
︑
虛
し
く
空
ñ
ぽ
で

實
が
な
い
か
ら
で
あ
り
︑
そ
の
た
め
︑
惡
と
み
な
さ
れ
︑
賤
し
い
と
み
な
さ
れ
る
の
だ
︒ 

そ
も
そ
も
陰
陽
男
⼥
と
い
う
の
は
︑
ほ
ん
ら
い
元
氣
が
始
め
て
起
こ
し
た
も
の
で
あ
り
︑
陰
陽
の
⾨
戶

で
あ
る
︒
⼈
が
命
を
受
け
て
⽣
ま
れ
る
の
は
︑
そ
の
根
本
で
あ
る
︒
そ
の
た
め
︑
男
と
し
て
命
を
受
け
た

も
の
は
︑︵
陽
氣
が
︶
充
滿
し
て
あ
ま
り
が
あ
る
の
で
︵
⾝
體
の
︶
下
部
に
︑
左
右
そ
れ
ぞ
れ
に
實
が
あ

る
︒︵
陽
氣
の
よ
う
に
︶
上
る
も
の
は
︑
充
滿
し
て
あ
ま
り
が
あ
り
︑
よ
く
下
の
陰
に
施
し
︑︵
氣
を
︶
集

積
し
て
あ
ま
り
が
あ
る
︒
上
に
施
す
も
の
は
︑
太
陽
の
運
⾏
に
應
じ
る
た
め
︑
⽣
じ
な
い
こ
と
な
く
︑
成
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す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
な
い
︒
下
に
集
積
し
た
も
の
は
太
陰
で
あ
り
︑
地
に
應
じ
︑
そ
の
⽂
理
は
南

北
に
交
差
す
る
道
筋
に
相
應
す
る
︒
左
に
あ
る
實
は
⼈
に
應
じ
︑
右
に
あ
る
實
は
萬
物
に
應
じ
る
︒
實

は
︑
核
實
で
あ
る
︒
す
な
わ
ち
仁
は
施
す
こ
と
を
好
む
の
で
︑
そ
の
た
め
陽
は
尊
貴
を
稱
さ
れ
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
︒ 

⼥
が
卑
賤
と
さ
れ
る
理
由
は
︑
そ
の
命
を
授
か
る
と
こ
ろ
は
︑
空
ñ
ぽ
で
虛
ろ
と
な
ñ
て
お
り
︑
滿
ち

て
あ
ま
り
あ
る
こ
と
も
な
く
︑
實
も
な
い
か
ら
で
あ
る
︒
そ
の
た
め
卑
ち
さ
れ
る
︒ 

そ
の
た
め
︑
天
道
は
根
本
を
重
ん
じ
て
始
ま
り
を
守
り
︑
そ
の
た
め
根
本
に
歸
り
︑
元
始
を
守
り
︑

︵
圖
書
に
書
か
れ
た
︶
⽂
字
を
正
し
く
て
⽂
章
を
考
察
し
︑
迷
い
を
解
決
す
る
べ
き
で
あ
る
︒
そ
の
た

め
︑
天
は
⻑
く
地
は
久
し
く
︑
國
と
⺠
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
︑
陽
實
が
施
し
を
好
む
お
か

げ
で
あ
る
︒
陽
は
天
で
あ
り
︑
君
で
あ
る
︒
陰
は
地
で
あ
り
︑
⾂
で
あ
る
︒
陽
の
施
し
を
敬
い
︑
そ
れ
で

養
う
の
で
あ
る
﹂
と
︒ 

 

︻
注
釋
︼ 

◯
盈
滿 

﹃
⽼
⼦
﹄
第45

章
﹁
⼤
成
若
缺
︑
其
⽤
不
弊
︒
⼤
盈
若
沖
︑
其
⽤
不
窮
﹂︒ 

◯
受
命
⽣
處 

﹃
太
平
經
﹄
卷
四
⼗
五
起
⼟
出
書
訣
第
六
⼗
⼀
﹁
⼦
者
︑
受
命
於
⽗
︑
恩
養
於
⺟
﹂︒ 

◯
仁
好
施 

﹃
春
秋
繁
露
﹄
王
道
通
三
﹁
⼈
之
受
命
於
天
也
︑
取
仁
於
天
⽽
仁
也
﹂︒ 

 
﹃
太
平
經
﹄
卷
⼀
百
三
⼗
七
⾄
⼀
百
五
⼗
三
壬
部
不
分
卷
﹁
故
⽣
者
象
天
︑
養
者
象
地
︑
施
者
象
仁
︒

此
三
者
︑
天
地
⼈
之
⼤
綱
也
︑
過
此
⽽
下
者
︑
但
備
窮
乃
後
⽤
之
⽿
﹂︒ 

 

︻
原
⽂
⼆
︼ 

請
問
神
⼈
︑
天
下
凡
有
幾
國
︑
然
中
部
⼋
⼗
⼀
域
︑
次
其
外
復
⼀
周
︑
天
下
有
萬
國
︑
遠
出
到
洞
虛
無

表
︑
竝
合
三
部
爲
萬
⼆
千
國
︑
皆
稟
受
太
平
之
敎
︒
今
太
平
⼀
歲
︑
⼈
爲
喜
樂
順
善
︒
⼆
歲
地
上
爲
⼤

樂
︒
三
歲
恩
澤
究
洽
於
天
下
︒
四
歲
⾵
氣
順
⾏
︒
五
歲
︿
⾏
﹀﹇
九
﹈
神
不
戰
︑
妖
惡
伏
滅
︒
六
歲
⽽
究

著
六
紀
︒
七
歲
乃
三
光
更
明
︒
⼋
歲
⽽
恩
究
達
⼋
⽅
︒
九
歲
陰
陽
倶
悅
︒
⼗
歲
萬
物
悉
各
︵
得
︶
其
所
︒

爲
數
⼩
終
︑
物
因
⽽
三
合
之
︑
乃
天
地
⼈
備
︑
故
三
⼗
歲
⽽
太
平
︒
今
上
皇
氣
出
︑
眞
道
⾄
︑
以
理
⼗
年

⼩
太
平
也
︒
如
⼒
⾏
眞
道
⼆
⼗
歲
⽽
中
太
平
者
︑
乃
謂
帝
王
︿
已
﹀﹇
以
﹈
下
乃
⾂
⺠
⼤
⼩
︑
按
⾏
眞

道
︑
共
卻
邪
僞
也
︒ 
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︻
校
勘
︼ 

﹃
太
平
經
合
校
﹄
國
不
可
勝
數
訣
第
⼀
百
三
⼗
九 

•  

請
問
神
⼈
︑
天
下
凡
有
幾
國
-
經
﹁
請
問
⼀
事
︑
平
道
之
︑
願
聞
天
下
凡
有
幾
國
﹂ 

•  

遠
出
列
洞
虛
無
表
-
經
﹁
乃
遠
出
到
洞
虛
無
表
﹂ 

•  

竝
合
三
部
爲
萬
⼆
千
國
︑
皆
稟
受
太
平
之
敎
-
經
﹁
合
三
部
爲
萬
⼆
千
國
﹂ 

•  

﹃
太
平
經
合
校
﹄
敬
事
神
⼗
五
年
太
平
訣
第
⼀
百
四
⼗ 

•  

今
太
平
⼀
歲
︑
⼈
爲
喜
樂
順
善
-
經
﹁
太
平
⼀
歲
︐
⼈
爲
其
喜
樂
順
善
﹂ 

•  

⼆
歲
地
上
爲
⼤
樂
-
經
﹁
⼆
歲
︐
地
上
爲
其
太
樂
﹂ 

•  

三
歲
恩
澤
究
洽
於
天
下
-
經
﹁
恩
澤
究
竟
於
天
﹂ 

•  

五
歲
⾏
神
不
戰
-
經
﹁
五
歲
︐
九
神
不
戰
﹂ 

•  

六
歲
⽽
究
著
六
紀
-
經
﹁
⽽
究
著
六
綱
﹂ 

•  

⼗
歲
萬
物
悉
各
其
所
-
經
﹁
⼗
歲
︐
萬
物
悉
各
得
其
所
︒
﹂ 

•  

故
三
⼗
歲
⽽
太
平
-
經
﹁
故
三
⼗
歲
⽽
太
平
也
﹂ 

•  

眞
道
⾄
︑
以
理
⼗
年
⼩
太
平
也
-
經
﹁
眞
道
⾄
以
治
︐
故
⼗
五
年
⽽
太
平
也
︒
﹂ 

•  

如
⼒
⾏
眞
道
⼆
⼗
歲
⽽
中
太
平
者
︑
乃
謂
帝
王
已
下
乃
⾂
⺠
⼤
⼩
︑
按
⾏
眞
道
︑
共
卻
邪
僞

也
-
經
﹁
如
不
⼒
⾏
眞
道
︐
安
得
空
致
太
平
乎
？
此
⼗
五
歲
⽽
太
平
者
︐
乃
謂
帝
王
以
下
及
⾂

⼤
⼩
︐
案
⾏
眞
道
︐
共
卻
邪
僞
﹂ 

 

︻
書
き
下
し
⽂
︼ 

請
い
て
神
⼈
に
問
う
︑﹁
天
下
凡
そ
幾
く
の
國
有
ら
ん
や
﹂
と
︑﹁
然
り
︑
中
部
は
⼋
⼗
⼀
域
︑
次
に
其
の

外
は
復
た
⼀
周
し
︑
天
下
に
萬
國
有
り
︑
遠
出
し
洞
虛
の
無
表
に
列
︵
い
た
︶
れ
ば
︑
三
部
を
倂
合
し
萬

⼆
千
國
と
爲
す
︒
皆
な
太
平
の
敎
を
稟
受
す
︒
今
 

太
平
⼀
歲
と
な
れ
ば
︑
⼈
 
喜
樂
し
て
善
に
順
う
も

の
と
と
爲
る
︒
⼆
歲
と
な
れ
ば
地
上
は
⼤
樂
と
爲
る
︒
三
歲
と
な
れ
ば
︑
恩
澤
 

天
下
に
究
洽
す
︒
四
歲

と
な
れ
ば
︑
⾵
氣
順
⾏
す
︒
五
歲
と
な
れ
ば
九
神
戰
わ
ず
︑
妖
惡
は
伏
滅
す
︒
六
歲
と
な
れ
ば
六
紀
を
究

著
す
︒
七
歲
と
な
れ
ば
乃
ち
三
光
明
か
り
を
更
た
む
︒
⼋
歲
と
な
れ
ば
︑
恩
 

⼋
⽅
に
究
達
す
︒
九
歲
と

な
れ
ば
陰
陽
倶
に
悅
ぶ
︒
⼗
歲
と
な
れ
ば
︑
萬
物
悉
く
其
の
所
を
得
︒
數
ふ
る
こ
と
⼩
終
と
爲
れ
ば
︑
物
 

因
り
て
之
を
三
合
し
︑
乃
ち
天
地
⼈
備
わ
る
︒
故
に
三
⼗
歲
に
し
て
太
平
た
り
︒
今
上
皇
の
氣
出
で
︑
以

て
⼗
年
を
理
む
れ
ば
︑
⼩
太
平
な
り
︒
如
し
眞
道
を
⼒
⾏
し
て
⼆
⼗
歲
に
し
て
中
太
平
と
な
れ
ば
︑
乃
ち

帝
王
以
下
︑
⾂
⺠
⼤
⼩
︑
按
じ
て
眞
道
を
⾏
い
︑
共
に
邪
僞
を
卻
く
と
謂
う
﹂
と
︒ 

 

︻
現
代
語
訳
︼ 



5 

 

神
⼈
に
敎
え
を
請
い
ま
す
$﹁
天
下
に
す
べ
て
幾
つ
の
國
が
あ
り
ま
す
か
﹂
と
︒﹁
よ
か
ろ
う
︒
中
央
は
⼋

⼗
⼀
域
︑
次
に
そ
の
外
に
ま
た
⼀
周
が
あ
り
︑
天
下
に
萬
國
が
あ
り
︑
遠
出
し
て
洞
虛
で
あ
り
な
が
ら
表

の
無
い
と
こ
ろ
に
い
た
れ
ば
︑
そ
れ
ら
の
三
つ
の
部
分
を
倂
合
し
て
萬
⼆
千
國
と
す
る
︒
ど
こ
も
太
平
の

敎
を
享
受
し
て
い
る
︒
今
︵
と
こ
ろ
で
︶︑
太
平
が
⼀
歲
続
く
と
︑
⼈
は
よ
ろ
こ
ん
で
善
を
順
う
︒
⼆
歲

が
続
く
と
︑
地
上
は
⼤
樂
に
な
る
︒
三
歲
が
続
く
と
恩
澤
が
天
下
に
あ
ま
ね
く
⾏
き
と
ど
く
︒
四
歲
続
く

と
⾵
氣
が
順
⾏
と
な
る
︒
五
歲
が
続
く
と
四
時
五
⾏
の
九
神
が
戰
わ
ず
︑
妖
惡
は
す
べ
て
伏
滅
す
る
︒
六

歲
が
続
く
と
︑
六
親
が
み
な
顕
達
す
る
︒
七
歲
が
続
く
と
⽇
⽉
星
の
三
光
が
更
に
明
る
く
な
る
︒
⼋
歲
が

続
く
と
恩
澤
は
⼋
⽅
に
ゆ
き
わ
た
る
︒
九
歲
が
続
く
と
陰
陽
と
も
喜
ぶ
︒
⼗
歲
が
続
く
と
萬
物
は
悉
く
そ

れ
ぞ
れ
の
居
場
所
を
え
る
︒
歲
數
が
⼀
區
切
り
つ
い
た
の
で
︑
物
は
そ
れ
に
よ
ñ
て
こ
れ
を
三
合
し
︑
そ

れ
で
天
地
⼈
が
備
わ
る
︒
だ
か
ら
三
⼗
歲
は
太
平
と
な
る
︒
今
 

上
皇
の
氣
が
出
て
︑
眞
道
が
⾄
り
︑
そ

れ
に
よ
ñ
て
⼗
年
を
お
さ
め
る
と
⼩
太
平
と
な
る
︒
も
し
眞
道
を
⼒
⾏
す
る
こ
と
⼆
⼗
歲
と
な
れ
ば
中
太

平
と
な
る
︒
そ
れ
は
す
な
わ
ち
帝
王
以
下
す
な
わ
ち
⾂
⺠
が
す
べ
て
︑
よ
く
わ
き
ま
え
て
眞
道
を
⾏
い
︑

共
に
邪
僞
を
し
り
ぞ
け
る
か
ら
で
あ
る
﹂
と
︒ 

 

︻
注
釋
︼ 

◯
中
部
⼋
⼗
⼀
域 

﹃
太
平
經
合
校
﹄
萬
⼆
千
國
始
⽕
始
氣
訣
第
⼀
百
三
⼗
四
﹁
天
下
共
⽇
⽉
︑
共
⽃
極
︑
⼀
⼤
部
乃
萬
⼆

千
國
︑
中
部
⼋
⼗
⼀
域
︑
分
爲
⼩
部
︑
各
⼀
國
﹂︒ 

◯
洞
虛 

﹃
太
平
經
﹄
卷
⼋
⼗
九
⼋
卦
還
精
念
⽂
第
⼀
百
三
⼗
﹁
道
以
⾃
然
爲
洞
虛
︑
無
⼀
旦
⾃
來
︑
其
道
仁

良
﹂︒ ◯

⾵
氣 

﹃
論
衡
﹄
譴
吿
﹁
⾝
中
病
︑
猶
天
有
災
異
也
︒
⾎
脈
不
調
︑
⼈
⽣
疾
病
︑
⾵
氣
不
和
︑
歲
⽣
災
異
﹂︒ 

◯
六
紀 

﹃
⽩
⻁
通
德
論
﹄
三
綱
六
紀
﹁
三
綱
者
何
謂
也
？
謂
君
⾂
・
⽗
⼦
・
夫
婦
也
︒
六
紀
者
︑
謂
諸
⽗
・
兄

弟
・
族
⼈
・
諸
舅
・
師
⻑
・
朋
友
也
﹂︒ 

﹃
⽼
⼦
﹄18

﹁
六
親
不
和
︑
有
孝
慈
﹂︒ 

○
⾏
神 

 

﹃
太
平
經
﹄
卷
七
⼗
⼀
﹁
出
⼊
往
來
︑
四
時
五
⾏
神
吏
爲
⼈
使
︑
名
爲
具
道
︑
可
降
諸
邪
也
﹂︒ 

◯
上
皇
氣 
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﹃
太
平
經
﹄
卷
六
⼗
六
三
五
優
劣
訣
第
⼀
百
⼆
﹁
然
︑
夫
天
地
⼈
本
同
⼀
元
氣
︑
分
爲
三
體
︑
各
有
⾃

祖
始
︒
故
三
皇
者
︑
其
祖
頭
也
︒
五
帝
者
︑
其
中
興
之
君
也
︒
三
王
者
︑
其
平
平
之
君
也
︒
五
霸
者
︑
是

其
末
窮
劣
衰
︑
興
刑
危
亂
之
氣
也
︒
﹂ 

 

︻
原
⽂
三
︼ 

神
⼈
語
眞
⼈
⾔
︑
古
始
學
道
之
時
︑
神
遊
守
柔
以
⾃
全
︑
積
德
不
⽌
道
致
仙
︑
乘
雲
駕
⿓
⾏
天
⾨
︑
隨

天
轉
易
若
循
環
︒
眞
⼈
︑
專
⼀
⽼
壽
︑
命
與
天
連
︒
陽
道
積
專
︑
⽇
有
單
︒
⾄
信
所
致
︑
無
爭
榮
名
︑
⽽

居
髙
官
︒
孝
順
事
師
︑
道
⾃
來
焉
︒
神
乃
知
善
⼈
與
語
⾔
︒
夫
師
開
曚
爲
道
之
端
︒
君
⽗
及
師
︑
天
下
命

⾨
︒
能
敬
事
此
三
⼈
︑
道
乃
⼤
陳
︒
不
事
此
三
⼈
︑
室
閉
無
⾨
︑
福
德
皆
逃
︑
禍
亂
爲
憐
︒
詳
惟
其
事
︑

無
失
書
⾔
︒
⽗
⺟
⽣
之
︑
師
敎
其
交
︑
居
﹇
君
？
﹈
親
仕
之
︑
可
不
愼
焉
︒ 

天
下
⾄
⼠
︑
去
官
就
仙
︑
仙
無
窮
時
︑
命
與
天
連
︒
⻑
吏
治
⺠
︑
仙
吏
天
官
︑
與
俗
何
事
︑
其
事
異

焉
︒
⻑
吏
治
⺠
︑
仙
萬
神
︒
天
下
之
事
︑
各
⾃
有
君
︒
努
⼒
思
善
︑
⾝
可
完
全
︒
以
是
遂
去
︑
不
負
祖

先
︒
吾
圖
書
已
盡
︑
無
復
可
陳
︵
可
？
︶
致
勉
學
︑
詳
請
其
⽂
︒
神
⼈
將
去
︑
故
戒
眞
⼈
︒
愼
之
愼
之
︑

亦
無
妄
傳
︒
不
得
其
⼈
︑
愼
無
出
焉
︒
藏
之
深
淵
︑
幽
冥
之
閒
︒
道
不
飮
⾎
︑
無
語
要
⽂
︒
外
內
已
悉
︑

無
可
復
⾔
︒ 

於
此
畫
神
⼈
羽
服
︑
乘
九
⿓
輦
昇
天
︑
鸞
鶴
⼩
眞
陪
從
︑
彩
雲
擁
前
︑
如
吿
別
其
⼈
意
︒ 

 

︻
校
勘
︼ 

﹃
太
平
經
合
校
﹄
九
⼗
四
⾄
九
⼗
五
⼰
部
九
之
⼗
 
闕
題  

異
同
な
し
︒ 

 ︻
書
き
下
し
⽂
︼ 

神
⼈
 
眞
⼈
に
語
り
て
⾔
う
︑﹁
古
 

始
め
て
道
を
學
ぶ
の
時
︑
神
遊
し
て
柔
を
守
り
て
以
て
⾃
ら
全

い
︑
積
德
⽌
ま
ら
ず
し
て
道
 
仙
に
致
し
︑
乘
雲
駕
⿓
し
て
天
⾨
に
⾏
き
︑
天
に
隨
い
て
轉
易
し
て
循
環

の
如
し
︒
眞
⼈
よ
︑
專
⼀
す
れ
ば
⽼
壽
し
︑
命
は
天
と
連
な
ら
ん
︒
陽
道
 
專
を
積
め
ば
⽇
に
單
有
ら

ん
︒
⾄
信
の
致
す
と
こ
ろ
︑
榮
名
を
爭
う
無
き
も
⾼
官
に
居
る
︒
孝
順
し
て
師
に
事
ふ
れ
ば
︑
道
は
⾃
ず

と
來
た
ら
ん
︒
神
乃
ち
善
⼈
を
知
り
︑︵
彼
︶
と
語
⾔
す
︒
夫
れ
師
は
道
と
為
る
端
を
開
曚
す
︒
君
⽗
及

び
師
は
︑
天
下
の
命
⾨
な
り
︒
能
く
此
の
三
⼈
に
敬
事
す
れ
ば
︑
道
乃
ち
⼤
い
に
陳
ぶ
︒
此
の
三
⼈
に
事

え
ざ
れ
ば
︑
室
閉
じ
て
⾨
無
く
︑
福
德
皆
な
逃
げ
︑
禍
亂
し
憐
れ
む
こ
と
爲
る
︒
詳
し
く
其
の
事
を
惟

い
︑
書
⾔
を
失
う
無
か
れ
︒
⽗
⺟
之
を
⽣
み
︑
師
其
の
交
を
敎
え
︑
親
と
居
し
て
之
に
事
う
︑
愼
ま
ざ
る

べ
け
ん
や
︒ 
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天
下
の
⾄
⼠
は
︑
官
を
去
り
て
仙
に
就
く
︒
仙
は
時
を
窮
む
る
こ
と
無
く
︑
命
は
天
と
連
な
る
︒
⻑
吏

は
⺠
を
治
め
︑
仙
吏
は
天
の
官
た
り
︑
俗
に
何
の
事
か
與
み
せ
ん
︑
其
の
事
異
な
る
︒
⻑
吏
は
⺠
を
治

め
︑
仙
︵
吏
︶
は
萬
神
た
り
︒
天
下
の
事
は
︑
各
お
の
⾃
ら
君
有
り
︒
努
⼒
し
て
善
を
思
わ
ば
︑
⾝
は
完

全
な
る
べ
し
︒
是
を
以
て
遂
に
去
れ
ば
︑
祖
先
を
負
か
ず
︒
吾
が
圖
書
已
に
盡
く
し
︑
復
た
陳
す
べ
き
無

し
︒
勉
學
を
致
し
︑
詳
く
其
の
⽂
を
請
め
よ
﹂
と
︒
神
⼈
將
に
去
ら
ん
と
し
︑
故
に
眞
⼈
を
戒
む
︒﹁
之

を
愼
め
之
を
愼
め
︑
亦
妄
り
に
傳
う
る
無
か
れ
︒
其
の
⼈
を
得
ざ
れ
ば
︑
愼
み
て
出
す
こ
と
無
か
れ
︒
之

を
深
淵
︑
幽
冥
之
閒
に
藏
せ
よ
︒
道
 
飮
⾎
せ
ざ
れ
ば
︑
要
⽂
を
語
る
無
か
れ
︒
外
內
已
に
悉
︵
つ
く
︶

し
︑
復
た
⾔
う
べ
き
無
し
﹂
と
︒ 

此
に
於
て
神
⼈
羽
服
に
し
て
︑
九
⿓
の
輦
に
乘
り
て
昇
天
し
︑
鸞
鶴
⼩
眞
陪
從
し
︑
彩
雲
前
に
擁
す
︒

其
の
⼈
に
吿
別
す
る
が
如
き
の
意
を
畫
く
︒ 

 ︻
現
代
語
訳
︼ 

神
⼈
は
眞
⼈
に
こ
う
⾔
ñ
た
﹁
昔
︑
私
は
始
め
て
道
を
學
ん
だ
時
︑
神
遊
し
て
柔
を
守
り
︑
⾃
分
を
ま
ñ

と
う
し
︑
續
け
て
德
を
積
み
か
さ
ね
て
仙
⼈
に
な
り
︑
雲
と
⿓
に
乘
ñ
て
天
⾨
に
⾏
き
︑
天
に
從
ñ
て
循

環
の
よ
う
に
變
化
し
た
︒
眞
⼈
よ
︑
專
⼀
と
な
れ
ば
⻑
壽
と
な
り
︑
命
は
天
と
な
ら
ぶ
ほ
ど
に
な
ろ
う
︒

陽
道
は
專
⼀
に
蓄
積
す
れ
ば
︑
⽇
に
あ
つ
く
な
ñ
て
い
く
だ
ろ
う
︒
こ
の
う
え
な
い
信
⼼
の
も
た
ら
す
こ

と
は
︑
榮
名
を
あ
ら
そ
う
こ
と
な
く
︑
⾼
官
の
地
位
に
つ
く
の
で
あ
る
︒
親
孝
⾏
の
よ
う
に
師
に
つ
か
え

る
と
︑
道
が
⾃
ら
到
達
す
る
︒
神
は
善
⼈
を
知
ñ
て
い
る
た
め
︑
と
も
に
話
す
こ
と
が
で
き
る
︒ 

そ
も
そ
も
師
は
道
の
始
ま
り
と
な
る
も
の
を
啓
蒙
す
る
︒
君
主
と
⽗
親
及
び
師
匠
は
天
下
の
命
⾨
で
あ

る
︒
こ
の
三
⼈
を
敬
い
仕
え
れ
ば
︑
道
は
⼤
き
く
く
り
廣
げ
ら
れ
る
︒
こ
の
三
⼈
に
仕
え
な
け
れ
ば
︑
室

⾨
が
閉
鎖
さ
れ
︑
福
德
が
す
べ
て
逃
げ
︑
禍
亂
が
近
づ
く
の
で
悲
惨
に
な
る
︒
詳
し
く
こ
れ
を
考
え
て
︑

私
の
⾔
葉
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
︒
⽗
⺟
は
⼦
供
を
⽣
み
︑
師
は
︵
⼦
供
に
︶
交
わ
り
を
敎
え
る
︒
⽗
⺟
と

⼀
緖
に
い
な
が
ら
師
匠
に
つ
か
え
る
た
め
︑
愼
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒ 

天
下
の
⾄
⼈
は
︑
官
職
を
捨
て
て
仙
⼈
に
な
ろ
う
と
す
る
︒
仙
⼈
は
時
を
窮
め
る
こ
と
な
く
︑
壽
命
は
天

と
な
ら
ぶ
ほ
ど
で
あ
る
︒
⻑
吏
は
⺠
を
治
め
る
が
︑
仙
吏
は
天
官
︵
の
⼀
⼈
︶
で
あ
り
︑
俗
事
と
何
の
關

係
が
あ
ろ
う
か
︒
そ
の
從
事
す
る
こ
と
は
異
な
ñ
て
い
る
︒
⻑
吏
は
⺠
を
治
め
る
が
︑
仙
⼈
は
萬
神
︵
の

⼀
⼈
︶
で
あ
り
︑
天
下
の
こ
と
に
つ
い
て
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
擔
當
す
る
神
君
が
い
る
︒
努
⼒
し
て
善
の
こ
と

を
考
え
れ
ば
︑
⾝
は
完
全
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
︒
こ
の
よ
う
に
し
て
遂
に
︵
世
を
︶
さ
れ
ば
︑
祖
先
の

期
待
に
背
か
な
い
︒
私
の
圖
書
は
全
て
終
わ
り
︑
さ
ら
に
⾔
う
こ
と
が
な
い
︒
勉
學
し
て
詳
し
く
⽂
意
を

求
め
な
さ
い
︒﹂
と
︒
神
⼈
は
⽴
ち
去
ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ
で
︑
眞
⼈
を
誡
め
た
︒﹁
愼
み
な
さ
い
愼
み
な

さ
い
︑
妄
り
に
傳
え
て
は
い
け
な
い
︒
正
し
い
⼈
に
あ
わ
な
け
れ
ば
︑
慎
重
に
し
て
敎
え
を
出
し
て
は
い

け
な
い
︒
そ
れ
を
深
淵
や
暗
い
所
に
隱
す
よ
う
に
︒
道
は
歃
⾎
し
な
け
れ
ば
︑
重
要
な
經
⽂
を
語
ñ
て
は

い
け
な
い
︒
內
部
と
外
部
は
す
べ
て
は
ñ
き
り
に
な
ñ
て
い
る
の
で
︑
さ
ら
に
⾔
う
必
要
が
な
い
﹂
と
︒ 
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そ
こ
で
神
⼈
は
羽
服
を
ま
と
い
︑
九
⿓
の
輦
に
乘
ñ
て
昇
天
す
る
と
こ
ろ
︑
鸞
鶴
と
⼩
眞
た
ち
が
つ
き
そ

い
︑
彩
雲
が
前
に
か
か
り
︑
そ
の
⼈
に
別
れ
を
告
げ
て
い
る
よ
う
な
光
景
を
描
い
た
︒ 


